
科研費は、我が国の産出論文の質・量の両面で牽引（※）するなど、イノベーションの源泉である「学術研究」を支援。

科研費改革の実施に当たっては、制度の「質の向上」と「量の充実」の一体的強化が不可欠。

平成30年度概算要求額
244,776百万円（228,350百万円）

・国際的な研究力競争の激化、科研費をはじめとする資金需要の増大

・研究環境の劣化（基盤研究費の縮減、研究者の独立基盤の脆弱化）
・研究者の研究テーマの短期志向、リスク回避傾向

背景・課題

事業概要

【科研費の研究種目体系】

【平成３０年度事業の骨子】
平成３０年度は、これまで検討を進めてきた「審査システム改革」及び

「研究種目・枠組みの見直し」を中心とした「質の向上」と以下の取組を
強化することにより、科研費改革を着実に推進する。

○ 人文学・社会科学から自然科学まですべての分野にわたり、基礎から応用までのあら
ゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする
「競争的資金」。

○ 中核的研究種目の充実を通した「科研費若手支援プラン」の着実な実行や国際共同研
究の一層の強化を図る。また、審査区分の大括り化など競争性を高める審査システム改革
をはじめとする科研費改革の全面展開により、助成対象の更なる質の向上を図る。

科学研究費助成事業（科研費） 平成３０年度予算額（案） ：228,550百万円
（平成２９年度予算額 ：228,350百万円）

②「国際共同研究加速基金」の発展的見直しによる国際共同
研究の推進

「海外学術調査」の対象等の見直しによる国際共同研究の強化。

・ 調査等に限らず研究対象を一般化し、国際共同研究を更に促進。

・ 応募総額：2,000万円程度、研究期間3～6年。

・ 若手研究者の研究組織への参画等を要件として、海外研究者と
の共同研究基盤の強化や新たな課題探索等を支援。

科学研究費助成事業の安定確保・充実強化のため、
「科研費改革の実施方針」（平成29年１月27日改定）に
基づき、「科研費審査システム改革2018」や「科研費若

手支援プラン」の実施等を通じた改革を本年度から進
める。

【未来投資戦略2017における記載】

【審査システム改革のポイント】

①「科研費若手支援プラン」の実行により、若手研究者の
キャリア形成に応じた支援を強化しつつ、オープンな場
での切磋琢磨を促す

若手研究者の基盤形成を幅広く支援するため、 「若手研究」を充実。

国際競争下で研究の高度化に欠かせない、より規模が大きい「基盤
研究（Ｂ）」の充実。

「審査区分」と「審査方式」の
一体改革

新たな「審査区分表」を作成
（審査区分の大括り化）

・「小区分」３０６（現区分の約３割減）
・「中区分」６５
・「大区分」１１

⇒自由な発想に基づくテーマ設定及び
分野間の競争・連携を促進。

「総合審査」の導入（審査の質の向上）

⇒合議を重視し、分野のカベを超えた多
角的審査を行う「総合審査」の導入。
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科研費予算額の推移

※科研費関与論文中のTop10％論文の割合は約10%で科研費非関与論文の割合（約７％）を大幅に上回り、産出数も我が国の産出数の約60％を占める（Web of Science XML を元に科学技術・学術政策研究所が集計）。
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